
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

慶長十五年聞書 貞享三年書写 五逆秋(無門関鈔)の
国語学的研究(一) : 序 指定辞の様式

春日, 和男

https://doi.org/10.15017/2332819

出版情報：文學研究. 61, pp.79-88, 1963-03-20. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



は
じ
め
に
お
こ
と
わ
り
を
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
腔
題
の
ご
と
き

―
つ
の
国
語
資
料
、
そ
れ
も
木
公
開
の
も
の
に
つ
い
て
論
を
進
め
よ
う
と
す

る
に
は
、
ま
づ
精
緻
な
解
題
と
、
本
文
の
掲
載
（
T
主
具
印
彩
、
ま
た
は
活
字

馘
刻
）
を
行
ふ
の
が
順
序
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
資
料
の
量
的
間
漣
と
、
本
誌

の
性
質
上
、
や
や
無
理
を
伴
ふ
た
め
、
や
む
を
得
ず
後
廻
し
に
す
る
こ
と
を

諒
承
願
ひ
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
枯
当
面
す
る
極
め
て
一
般
的
な
解

頴
と
、
本
資
料
に
つ
い
て
の
概
略
、
な
ら
び
に
国
語
学
上
の
価
値
に
関
し
て

考
へ
る
に
と
ど
め
、
抄
物
全
般
の
、
あ
る
い
は
他
の
佃
門
関
抄
と
の
比
較
お

よ
び
そ
の
方
面
に
お
け
る
解
説
は
、
本
文
復
刻
の
機
会
を
待
っ
て
行
ふ
こ
と

に
す
る
。

禅
宗
無
門
関
は
、
そ
の
序
の
表
文
に
明
ら
か
な
通
り
、
南
宋
の
紹
定
二
年

(
―
ニ
ニ
九
）
正
月
五
日
、
刑
家
の
天
基
聖
筒
に
際
し
、
そ
の
寿
を
祝
訪

し
、
献
呈
す
る
た
め
、
報
恩
祐
慈
禅
寺
の
無
門
慧
開
が
、
蛸
州
桐
子
、
百
丈

慶
長
十
五
年
聞
書

貞
亨
一
云
一
年
書
写

野
狐
以
下
乾
峯
一
路
に
全
る
祖
師
の
機
緑
四
十
八
則
を
挙
げ
て
こ
れ
を
評
抄

し
、
門
人
宗
紹
を
し
て
紹
定
元
年
に
編
次
さ
せ
た
も
の
で
、
無
門
関
の
名

は
、
本
書
に
「
頌
曰
大
道
無
門
千
差
有
路
、
透
得
此
関
乾
坤
独
歩
」
と
あ
る

に
よ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
Q

わ
が
国
へ
の
伝
来
は
法
燈
派
の
開
祖
覚
心
が
、
建
長
の
は
じ
め
入
宋
し

て
、
宝
祐
元
年
(
-
―
一
五
―
―
-
）
渡
国
寺
に
提
唱
中
で
あ
っ
た
懇
開
に
参
究

し
、
翌
二
年
帰
胡
に
及
び
、
彼
よ
り
本
書
お
よ
び
月
林
録
を
携
へ
て
、
帰
朝

し
た
の
に
始
ま
る
と
い
ふ
。
正
和
四
年
(
-
三
て
共
）
覚
心
の
開
創
し
た
紀

州
腿
国
寺
に
こ
れ
を
開
校
し
、
溺
来
復
刻
さ
れ
、
さ
ら
に
応
永
十
二
年
(

l

四
0
五
）
武
蔵
国
広
園
寺
に
お
い
て
璽
刻
さ
れ
た
と
い
は
れ
る
が
、
そ
れ
ら

の
諸
本
は
殆
ど
見
る
こ
と
を
得
ず
、
今
日
の
流
布
本
は
、
江
戸
期
に
入
っ
て

の
も
の
が
多
く
、
特
に
寛
永
九
年
、
延
宝
八
年
、
宝
暦
二
年
の
刊
本
、
ま
た

は
紗
木
は
、
比
較
的
容
易
に
見
る
を
得
、
註
釈
書
と
し
て
は
、
西
柏
鈴
、

閤
頭
無
門
関
（
弥
釘
宗
紹
）
、
改
定
評
唱
冠
注
無
門
関
（
谷
空
）
、
無
門
関

序

指

定

辞

の

様

式

春

日

五
逆
秋
（
無
門
関
紗
）
の
国
語
学
的
研
究

和
日

男
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講
義
（
宗
演
）
、
弁
注
一
巻
（
著
者
未
詳
）
等
が
あ
り
、
今
ま
た
無
門
関
の

研
究
（
金
子
白
夢
）
、
無
門
関
解
釈
（
紀
平
正
美
）
、
無
門
関
の
新
研
究

（
井
上
秀
天
）
等
は
有
名
で
あ
る
。

2
 

さ
て
、
こ
こ
に
国
語
資
料
と
し
て
と
り
あ
げ
る
架
蔵
本
無
凹
関
抄
五
逆
秋

は
、
縦
二
十
四
セ
ン
チ
三
、
ミ
リ
・
横
二
十
セ
ン
チ
、
袋
綴
り
、
晟
付
百
上

T

よ
り
な
る
冊
子
で
あ
っ
て
、
表
紙
に
五
逆
秋
と
表
記
さ
れ
て
あ
る
。

そ
の
奥
書
は
第
百
五
丁
義
に
次
の
や
う
に
見
え
る
。

千
時
慶
長
十
五
年
庚
戌
七
月
五
日
関
牛
首
座
間
贔
之

干
時
貞
享
三
年
六
月
廿
九
日
清
光
山
極
楽
寺
七
祉
ぷ
沙
門
梵
誉
古
了

五
逆
秋
の
名
称
に
つ
い
て
は
見
返
し
に
当
た
る
一
築
（
第
一
丁
表
の
右
頁
）

に
、
落
書
き
風
に

冗
逆
秋
会
下
也
佃
コ
ロ
ツ
ヂ
ャ
程
二
五
逆
ヨ

秋
ト
ハ
月
有
花
有
何
ャ
ラ
カ
（
ヤ
）
ラ
布
ル
ゲ
ナ

清
光
山
果
還
院
極
楽
寺

と
あ
る
こ
と
で
、
こ
の
鈴
本
の
別
名
と
し
て
特
に
貞
享
―
―
一
年
梵
苔
書
写
の

後
に
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
ら
し
く
、
そ
の
名
の
由
来
も
一
往
明
ら
か
に

さ
れ
て
ゐ
る
。

さ
て
そ
の
冒
頭
（
第
一
丁
表
）
は
次
の
様
に
は
じ
ま
る
。

禅

宗

無

凹

関

関

牛

比

丘

聞

書

之

（
マ
マ
）

石
ノ
録
円
応
和
尚
一
夏
談
話
ノ
時
語
―
一
衆
―
云
、
此
録
我
自
沙
汰
ス

ル
ニ
非
（
ズ
）
。
古
ノ
名
人
衆
ノ
諸
註
ヲ
集
ル
中
ニ
―
徳
一
失
ス
。
又
山
僧

0
）̂

ル

ニ

ハ
昔
ノ
伝
モ
非
レ
為
レ
正
卜
。
捨
レ
彼
取
レ
此
拾
レ
此
取
レ
彼
其
ノ
善
キ

者
ヲ
選
テ
此
伝
二
合
メ
沙
汰
ス
ト
謂
ヘ
ラ
ク
而
巳
3

予
信
レ
之
聞
骨
即
披

露
ス
。
神
妙
也
卜
云
テ
且
ツ
相
加
↓
こ
添
削
↓
日
只
恐
ラ
ク
ハ
君
力
究
前
二

拗
テ
七
佃
力
恥
辱
ヲ
外
二
不
可
褐
。
埋
プ
席
↑
忌
力
無
カ
ラ
ン
時
容
レ

声
可
レ
思
云
々
（
二
三
の
句
読
点
送
り
仮
名
は
エ
者
柚
入
）

と
あ
り
、
円
応
和
尚
の
一
夏
の
法
話
を
関
牛
比
丘
が
慶
長
十
万
年
(
-
六

I
 

0
)
七
月
五
日
に
間
き
書
き
し
た
も
の
を
、
清
光
山
果
還
院
極
楽
寺
七
代

の
持
僧
付
誉
が
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
六
月
廿
九
日
に
青
写
し
終
っ
た
と
い

ふ
こ
と
に
な
る
。
円
応
は
「
日
本
訓
上
連
燈
録
」
に
「
正
螢
字
円
応
3

肥
後

法
泉
寺
三
芳
、
宗
仙
の
法
席
を
嗣
ぎ
、
某
年
寂
」
と
あ
っ
て
、
寿
が
明
ら
か

で
な
い
。
因
み
に
法
泉
寺
は
肥
後
託
摩
に
あ
り
し
曹
洞
宗
の
名
刹
て
あ
る
。

ま
た
情
光
山
極
楽
寺
七
葉
の
沙
門
ハ
羞
口
に
つ
い
て
は
、
誰
で
あ
る
か
未
詳

2
 

で
あ
る
。
極
楽
寺
に
つ
い
て
は
相
州
鎌
倉
の
名
刹
が
あ
る
が
、
肥
後
で
は
筑

後
島
の
浄
土
宗
極
楽
寺
を
知
る
の
み
で
こ
れ
も
未
詳
で
あ
る
。
恐
ら
く
本
砂

は
九
州
肥
後
の
地
に
伝
は
っ
た
無
門
関
の
古
紗
本
で
あ
ら
う
け
れ
ど
も
、
そ

の
由
来
に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
。

な
ほ
、
本
紗
は
そ
の
序
文
の
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
諸
抄
の
結
虻
で

あ
る
が
、
そ
の
主
原
拠
を
関
東
糸
の
紗
に
お
い
て
ゐ
る
も
の
の
や
う
で
、
そ

の
や
う
な
諸
相
を
言
語
の
上
に
も
探
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
地
名
に
関
東
の
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
Q

窮
心
ト
ハ
利
根
Jll
ノ
水
上
ヲ
窮
メ
／
＼
テ
ア
＞
ハ
葎
ノ
雫
萩
ノ
下
露
町

（
ダ
ゾ
）
其
ノ
禅
ヲ
終
却
メ
見
ヨ
利
根
川
ノ
路
ハ
終
ヘ
ョ
ウ
ゾ
（
八
ウ
）

吾
レ
ハ
赤
蛾
ノ
利
根
者
ヂ
ヤ
ト
息
タ
レ
ハ
ヲ
主
ハ
緊
赤
ノ
利
根
者
ヂ
ヤ
ト

称
タ
ゾ
・
・
・
(
-
三
オ
）
欝
ノ
字
ナ
ド
ヲ
利
根
ヤ
ケ
テ
林
四
郎

r言
立
タ
ッ

ど
プ
五
経
ノ
註
坪
無
用
デ
走
程
ニ
・
・
・
(
―

1
0
ウ）

二
、
ベ
イ
（
窪
志
）
、
ダ
（
指
定
）
の
助
動
詞
が
日
1
入
見
ら
れ
る
。
但
し
ダ

は
肥
後
で
は
か
な
り
碩
用
さ
れ
る
傾
向
が
、
今
日
の
口
語
で
指
摘
さ
れ
る

が
、
こ
の
砂
本
の
も
の
は
関
東
菜
で
あ
ら
う
3

80 



天
地
ヲ
手
裏
二
握
ル
ベ
イ
ト
也
（
九
ウ
）

者
竹
ノ
連
テ
親
ヲ
見
ル

7
ハ
一
回
ン
テ
始
テ
得
ベ
イ
ト
也
(
-
八
ウ
）

口
持
ヲ
云
フ
ベ
イ
ト
テ
云
フ
テ
叶
ハ
ヌ
浮
世
俯
共
ガ
：
・
（
七
三
ウ
）

首
山
ノ
跨
馬
ハ
襲
デ
ア
ン
ベ
イ
（
九
四
オ
）

ダ
に
つ
い
て
は
本
論
に
委
ね
、
こ
こ
で
は
説
か
な
い
。

1

―
-
、
動
詞
の
一
段
化
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
論
に
お
い
て
と
り

あ
げ
る
べ
き
一
問
題
で
あ
る
が
、
今
は
二
三
の
用
例
を
引
用
す
る
に
と
ど

め
る
。付
ケ
ル
(
-
ウ
）
ツ
レ
ル
ゾ
（
四
オ
）
ス
リ
ッ
ケ
レ
バ
（
四
ウ
）
ヲ
卜

ヅ
レ
ル
（
五
一
オ
）
ヨ
ケ
ル
（
七
一
ウ
）
サ
ケ
ル
（
九
八
オ
）

四
、
イ
・
エ
（
へ
＞
イ
）
の
混
同
が
み
ら
れ
る
3

ト
ラ
マ
イ
テ
（
三
五
オ
）
ア
マ
イ
カ
カ
ル
（
三
九
オ
）
チ
ガ
イ
即
（
四

四
ウ
）

五
、
弾
め
の
接
頭
辞
（
オ
ッ
・
ヒ
ッ
・
ウ
ツ
・
ツ
ツ
・
フ
ン
等
）
が
頼
用
さ

れ
る
。ォ
ッ
取
ノ
ケ
テ
（
四
オ
）
ヒ
ッ
ッ
カ
ネ
テ
(
―
ニ
ウ
）
ウ
ツ
付
テ
モ

（
ニ
オ
）
ヲ
ツ
、
メ
テ
問
ヲ
(
-
四
ウ
）
ツ
ヽ
立
テ
有
ル
ヲ

(
I
O
I

ウ
）
フ
ン
ゾ
ッ
テ
（
五
三
ウ
）

等
が
あ
げ
ら
れ
る
f

そ
の
他
ハ
行
四
段
連
用
形
の
促
音
化
の
傾
hJ
、
形
容

5
1
 

詞
の
連
用
形
ク
（
ン
ク
）
の
多
用
、
あ
る
い
は
本
論
と
関
係
あ
る
指
定
辞
ダ

の
比
較
的
早
く
多
用
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
な
ど
が
付
加
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。

3
 

以
上
の
如
き
、
関
東
的
色
彩
の
著
し
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
言
語
の
鈴
本

が
、
何
故
に
肥
後
に
行
は
れ
た
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
が
を
論
ず
る
場

合
、
根
本
問
題
と
な
る
が
、
こ
れ
は
な
ほ
研
究
を
深
め
つ
つ
考
察
す
る
こ
と

に
す
る
。

上
述
の
こ
と
は
、
こ
の
紗
本
の
国
語
資
料
と
し
て
の
価
値
を
論
ず
る
場
合

に
、
別
種
の
諸
問
題
を
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま
づ
聞
き
書

き
と
書
写
の
年
代
に
関
す
る
こ
と
が
あ
る
。
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
慶
長
十
五

年
と
貞
享
三
年
の
間
に
は
、
年
代
的
に
七
十
数
年
の
ひ
ら
き
が
あ
り
、
し
か
も

そ
れ
は
古
代
語
よ
り
、
近
代
品
へ
の
過
渡
期
と
し
て
、
極
め
て
重
要
な
時
間
的

推
移
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
原
間
き
上
口
き
を
書
写
す
る
場
合
に
、
そ
の
間
に
お

け
る
言
語
変
遥
の
事
象
が
、
贔
写
本
に
お
い
て
、
既
に
原
聞
蓋
書
き
本
と
の

異
な
り
を
生
じ
さ
せ
て
ゐ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
疑
ひ
を
抑
む
余
地
は
十

分
に
あ
る
と
思
ふ
°
然
し
考
へ
方
に
よ
っ
て
は
、
た
と
ひ
そ
の
や
う
な
混
乱

し
た
事
実
が
、
本
文
の
中
に
実
在
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
こ
そ
通
時
論
的
に

は
過
浪
期
に
お
け
る
様
相
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
観
点
に
も
た
ち
得
る

し
、
ま
た
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
様
な
混
雑
し
た
現
象
の
な
か
か
ら
、
上
限

と
下
限
に
お
け
る
言
語
事
実
に
つ
い
て
取
捨
揺
択
も
で
き
よ
う
と
い
ふ
も
の

で
あ
ら
う
。
と
も
か
く
右
の
様
な
点
に
関
し
て
は
、
後
述
す
る
ご
と
く
、
四

つ
が
な
の
混
乱
状
態
、
指
定
辞
夕
の
出
現
の
時
機
、
開
長
音
（
ア
ウ
）
と
合

長
音
（
オ
ウ
）
の
表
記
上
の
混
乱
、
あ
る
い
は
活
用
語
尾
に
お
け
る
音
便
現

象
の
固
定
化
等
は
輿
味
あ
る
塊
象
と
し
て
、
と
り
あ
っ
か
ひ
う
る
も
の
で
あ

る
と
思
ふ
。

然
し
、
右
に
述
ぺ
た
が
如
き
通
時
論
的
観
点
よ
り
す
る
資
料
価
値
の
問
題

よ
り
も
更
に
重
要
な
の
は
、
既
述
の
ご
と
き
、
関
東
系
言
語
の
中
に
、
あ
る

い
は
西
日
本
系
の
言
語
、
特
に
肥
後
に
お
け
る
そ
れ
が
混
在
し
て
み
は
し
な

い
か
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
前
の
時
間
的
関
係
に
対
し
て
空
間
的
関

係
に
お
い
て
の
言
語
の
況
乱
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
の
方
が
、
資
料
的
価
値
と

し
て
は
致
命
的
な
諸
条
件
を
供
与
す
る
可
能
性
も
あ
る
で
あ
ら
う
。
例
へ
ば
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山
ハ
行
四
段
活
用
の
連
用
形
の
促
音
化
の
傾
向
と
、
一
方
で
は
ウ
音
使

化
の
傾
向
と
の
混
在
。
〔
ウ
ラ
ナ
ッ
テ
（
五
七
ウ
）
、
見
ソ
コ
ナ
ウ
テ

（
五
五
オ
）
〕

図
形
容
詞
連
用
形
の
ク
・
ッ
ク
語
尾
と
ウ
・
ン
ウ
語
尾
の
混
在
Q

〔ヲ

ボ
ン
ク
テ
（
六
ウ
）
ワ
ル
ウ
ー
プ
（
七
オ
）
い
｝

⑱
一
段
活
用
と
一
一
段
活
用
の
混
在
〔
ツ
ィ
ル
ヤ
（
四
八
オ
）
静
ム
レ
パ

（
七
―
―
オ
）
〕

出
既
述
の
如
く
指
定
砕
（
ま
た
は
形
容
動
詞
の
活
用
貼
尾
）
ダ
と
ヂ
ヤ

の
混
用
が
多
く
、
し
か
も
ダ
は
比
較
的
早
い
用
例
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

但
し
、
こ
れ
は
現
在
の
熊
本
方
一
口
に
お
い
て
も
ダ
の
優
勢
な
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
そ
の
や
う
な
古
例
の
顕
現
と
し
て
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。

固
ま
れ
に
接
続
助
詞
サ
カ
ヒ
（
二
）
が
み
ら
れ
る
。
〔
烙
ヲ
挙
ル
サ
カ

イ
ニ
呆
（
三
九
ウ
）
〕

以
上
の
ご
と
き
東
酉
言
語
の
混
交
現
象
が
、
一
往
問
題
と
な
る
で
あ
ら
う

が
、
こ
れ
も
見
方
を
換
へ
れ
ば
、
―
つ
の
過
渡
期
的
言
語
事
実
と
し
て
、
あ

る
程
度
、
通
時
論
的
処
理
に
委
ね
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ら
う
。
現
に
以
上
の

諸
問
題
は
、
前
述
の
通
時
論
的
事
象
と
重
複
す
る
部
分
を
多
分
に
備
へ
て
ゐ

る
か
ら
で
も
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
本
鈴
を
国
語
資
料
と
し
て
眺
め
た
場
合
の

問
題
点
は
、
複
雑
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
個
々
の
事
象
に
つ
い
て
は
、
そ

の
都
度
考
宣
を
払
ふ
こ
と
に
し
、
全
般
的
に
は
、
な
ほ
通
時
論
的
立
場
を
主

と
し
、
近
世
初
頭
に
お
け
る
言
諾
の
過
渡
的
現
象
と
し
て
観
寮
し
て
ゆ
か
う

と
思
ふ
の
で
あ
る
Q

注

(
1
)
参
考
ま
で
に
本
紗
に
お
け
る
こ
の
部
分
の
解
を
摘
出
す
る
。

頌
二
大

0
門
武
蔵
野
二
入
二
昔
モ
今
モ
門
立
夕
人
ハ
ナ
イ
千

0
路

八
方
ニ
ブ
、
、
、
ア
ケ
テ
カ
ケ
サ
ワ
リ
ハ
ナ
イ
又
武
蔵
野
ニ
ス
マ
イ
ス
ル

（
マ
マ
）

入
道
力
歌
ニ
へ
式
蔵
野
一
一
ヲ
ル
ヘ
イ
花
ハ
エ
ラ
ア
レ
ド
雰
ュ
ッ
ポ

（
カ
ウ
）

元
ケ
）
ど
ハ
ヲ
ラ
レ
ザ
リ
グ
リ
向
フ
詠
ダ
ヨ
リ
見
レ
ハ
天
神
人
丸
ノ

詠
ジ
テ
ハ
足
ガ
カ
リ
ガ
付
ル
ゾ
°
透

0
閃
ャ
レ
八
方
へ
透
通
セ
ヨ

乾
0
歩
彼
人
遺
ガ
一
足
二
立
テ
花
ヲ
ル
足
モ
ト
ヲ
古
人
力
乾
坤
大
地

（
ス
キ
ト
ホ
）

兄
解
脱
ノ
門
卜
云
又
ハ
屹
坤
大
地
無
第
―
一
人
ヨ
リ
透
逍
ジ
テ
見
ヨ
フ
’

タ
ッ
ト
ア
ル
マ
イ
ゾ
。
（
四
オ
・
ウ
）

0
は
原
文
（
主
と
し
て
一
〇
ゥ
ま
で
）
に
文
字
の
省
略
と
し
て
用
ゐ

ら
れ
た
も
の
。
（
）
内
の
仔
記
は
筆
者
袖
入
。
因
み
に
こ
（
内

容
か
ら
も
関
束
臭
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

(

2

)

梵
誉
は
浄
土
宗
ふ
見
寺
の
間
祖
観
霊
（
寛
文
元
年
卒
）
、
大
雲
寺

開
山
貞

17
（
寛
永
五
止
）
が
仏
家
人
名
辞
典
に
渇
げ
ら
れ
て
ゐ
る
が

年
代
が
合
は
な
い
。

(
3
)

こ
の
期
に
お
け
る
ダ
の
用
例
は
案
外
に
少
な
い
。
こ
の
臼
料
は
こ

の
欠
を
柿
ふ
価
値
が
十
分
に
あ
る
と
思
ふ
。

口
語
法
別
記
（
―
-
九
四
貞
）
西
翁
十
直
隕
雑
兵
物
語
0
例
を
挙
け

る
。
東
国
地
方
に
用
ひ
ら
れ
た
。
室
町
時
代
に
は
恐
ら
く
束
国
の
一

般
の
口
語
に
な
っ
て
ゐ
た
と
息
は
れ
る
。
近
且
前
期
の
上
方
の
作
物

に
も
折
々
現
は
れ
る
が
、
常
に
東
国
人
の
口
か
ら
之
を
語
ら
せ
て
あ

る
。
（
湯
沢
幸
吉
郎
国
誼
史
概
説
一
て
四
頁
）
小
林
好
lJ
日
本
文

法
史
二
｝
丘
頁
参
照

(
4
)
口
語
法
別
記
二
八
九
頁
等
参
照

ナ
リ
い
ふ
ま
で
も
な
く
古
語
そ
の
ま
ま
の
指
定
辞
で
あ
り
、
本
紗
に
お
け

る
最
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
ゾ
よ
り
も
用
例
が
多
い
の
で
、
そ
の
様
な

観
点
よ
り
す
れ
ば
、
ナ
リ
系
の
抄
物
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
終
止
形
は
し
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字
と
混
用
で
あ
る
。

ば
し
ば
「
也
」

、。
＞ヽ
打
成
一
片
ナ
ラ
バ
尺
迦
モ
逹
麻
モ
ユ
ル
セ
／
＼
デ
有
ウ
ゾ

(
1
0
ォ）

先
ヅ
阿
ハ
高
迪
ノ
徳
有
ル
ニ
付
ケ
ル
字
ナ
リ
妥
デ
ハ
恵
開
ノ
事
也
(
-
ウ
）

無
遥
悪
王
二
非
ズ
聖
王
ナ
ル
故
聖
節
卜
云
（
ニ
ウ
）
人
々
ノ
上
人
ナ
レ
．
ハ

刑
像
ハ
イ
ラ
ヌ
ゾ
（
三
オ
）

の
ご
と
く
未
然
●
終
止
・
連
体
・
已
然
の
四
形
に
見
ら
れ
、
い
づ
れ
も
体

言
承
接
で
あ
る
。
未
然
形
に
は
ニ
ア
ラ
ズ
の
如
き
未
融
合
形
が
見
ら
れ
る
こ

と
勿
諭
で
あ
る
。
但
し
と
き
に

南
楊
忠
国
師
ノ
下
テ
生
下
末
分
ノ
話
ヲ
得
心
ジ
テ
ヨ
リ
以
来
此
ノ
上
樹
ノ

話
ヲ
建
立
ス
ル
也
Q

（
一
九
ウ
）
ナ
ゼ
ニ
ナ
尺
ハ
人
ノ
上
二
居
ル
肛
二

（
一
ウ
）
一
適
二
流
ル
ヲ
ハ
一
河
ト
ヤ
一
巴
ン
ニ
河
ト
ヤ
云
ン
ト
也
（
八

ォ）

の
如
く
、
活
用
言
の
連
体
形
、
ま
た
は
助
詞
ニ
・
ト
を
承
接
し
た
も
の
も
見

ら
れ
る
こ
と
は
注
釈
文
の
常
と
し
て
別
に
珍
し
く
な
い
。
勿
諭
形
容
勁
詞
の

語
尾
ナ
リ
も

君
徳
明
ナ
ル
事
日
月
一
一
斉
ン
キ
也
（
ニ
ウ
）

若
身
心
倶
了
々
ナ
ラ
パ
ソ
レ
コ
ソ
真
実
ノ
神
仙
ヨ
（
二
九
オ
）

の
如
く
や
こ
量
は
少
な
い
が
見
ら
れ
る
。

ナ
リ
に
対
し
て
タ
リ
は
極
め
て
用
例
が
少
な
く

陪
泊
下
類
ニ
メ
翫
罪
ノ
者
タ
リ
（
五
ウ
）

古
ノ
代
句
二
心
心
タ
ル
伝
底
亦
何
事
ゾ
（
五
六
オ
）

訓
読
文
に
終
止
、
．
連
体
両
形
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

ナ
ナ
は
ナ
リ
の
語
尾
を
失
っ
て
短
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま

で
も
な
い
。
用
法
は
終
止
・
連
体
両
形
に
と
ど
ま
る
。
連
体
接
続
形
が
語
尾

た
だ
連
用
形
●
命
令
形
は
用
例
が
な

を
失
っ
て
、
終
止
形
に
ま
で
及
ん
だ
と
み
ら
れ
る
3

こ
の
ナ
に
げ
形
容
動
飼

の
連
体
話
尾
と
見
ら
れ
る
例
が
あ
っ
て
、

此
猫
児
ノ
店
ナ
人
有
テ
此
主
人
公
を
況
破
ン
タ
郎
ニ
ハ
：
（
二
九
ウ
）

老
拘
ナ
ド
ガ
無
用
ナ
鶴
ノ
無
遊
カ
ナ
（
―
-
―
-
ウ
）

な
ど
は
そ
の
傾
向
が
弛
い
が
、
体
言
を
承
接
し
た
例
と
し
て
、

遠
客
久
ン
ク
御
来
臨
ナ
程
二
且
ク
坐
ソ
御
咄
ン
走
（
ニ
ニ
ウ
）
文
殊
ノ
陛

座
二
成
夕
山
ナ
程
―
-
（
六
四
オ
）
何
モ
坐
禅
ヲ
励
ス
手
段
ナ
程
二
（
八
―
―

オ
）
主
卜
云
者
ハ
上
へ
居
ス
ル
モ
ノ
ナ
程
二

(
1
0
0
オ
）
ソ
ウ
ト
モ
ハ

ッ
レ
又
ハ
知
意
ナ
故
ダ
（
七
六
オ
）

の
如
く
接
続
に
関
す
る
形
式
休
言
（
あ
る
い
は
接
続
詞
）
の
「
程
二
●
故

二
」
等
と
熟
合
す
る
傾
向
が
極
め
て
強
く
、
そ
の
点
で
は
形
吝
勁
副
語
尾
の

ナ
と
の
区
別
が
比
絞
的
明
腑
で
あ
る
。
勿
論

無
一
物
ナ
程
二
今
狐
貧
卜
名
乗
テ
出
即
（
二
九
ウ
）

の
ご
と
き
「
形
容
動
詞
語
尾
ナ
十
程
二
」
の
用
例
も
な
い
わ
け
で
は
な
い

が
、
極
め
て
稀
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
指
定
の
助
動
詞
速
体
形
ナ
は
接

続
す
る
体
言
と
の
熟
語
的
結
合
に
お
い
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
形
容
動
詞
語
尾
ナ
は
接
続
体
言
と
の
結
合
が
比
較
的
自
白
で
あ
っ
た
と

い
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
副
次
的
現
象
と
し
て
次
の
様
な
こ
と
も

看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。

L

指
定
辞
ナ
リ
の
迎
体
形
ナ
ル
は
訓
説
調
の
所
に
多
く
見
え
、
ナ
に
比
し

て
用
例
が
局
限
さ
れ
る
が
、
そ
の
用
法
は
ナ
に
お
け
る
傾
向
と
一
致
し
て

ゐ
る
3

例
へ
ば

無
逍
悲
王
二
非
ズ
聖
王
ナ
ル
故
罪
節
卜
云
（
ニ
ウ
）

は
熟
語
的
指
定
辞
ナ
ル
で
あ
り
、

且
徳
刷
ナ
ル
事
日
月
に
斉
ン
キ
也
（
ニ
ウ
）
町
芦
虚
ナ
ル
ヲ
側
プ
即
許
ス
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（
六
ウ
）

の
ご
と
く
形
容
動
詞
語
尾
の
ナ
ル
は
接
続
が
自
由
で
あ
る
。

2

ナ
は
今
日
の
口
語
の
形
容
動
詞
連
体
形
に
見
ら
れ
る
や
う
に
発
達
す
べ

き
素
地
を
持
っ
て
ゐ
た
わ
け
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
上
位
語
と
の
結
合
に
熟

語
的
傾
向
が
強
く
あ
ら
は
れ
る
。

是
程
ナ
谷
話
ハ
伝
灯
一
千
百
人
ノ
善
知
識
ノ
中
ニ
モ
有
マ
イ
ゾ
(
-
八
オ
）

戸
上
虎
頭
上
座
ノ
ヤ
ウ
ナ
人
ガ
樹
下
二
有
テ
(
-
九
ウ
ー
↓
二
〇
オ
）

塩
噌
ノ
隠
水
毒
水
ゲ
ナ
物
ハ
無
イ
時
分
二
（
二
七
ウ
）

大
名
二
成
夕
用
ナ
事
ダ
程
二
（
二
九
ウ
）

知
者
底
ノ
中
デ
イ
ラ
ヌ
事
有
リ
走
ナ
問
答
田
ゾ
（
三
〇
オ
）

町
ナ
ド
ニ
出
テ
買
タ
イ
物
ヲ
呼
プ
如
ク
ナ
程
ニ
・
・
・
・
・
・
（
三
一
ウ
ー
↓
三
二

オ）の
如
く
、
ヤ
ウ
ナ
・
サ
ウ
ナ
・
ホ
ド
ナ
・
ゲ
ナ
・
ゴ
ト
ク
ナ
等
の
情
態
表

現
の
熟
語
（
形
容
動
詞
の
一
種
）
を
形
成
し
て
い
る
3

i

こ
の
様
な
形
容
動
詞
ま
た
は
情
態
指
定
の
熟
語
語
尾
ナ
が
、
ま
づ
終
止

形
に
転
用
さ
れ
は
じ
め
て
ゐ
る
こ
と
も
顕
著
な
特
色
と
い
は
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
例

大
名
二
成
夕
用
ナ
事
ダ
程
二
身
心
倶
二
了
々
ナ
（
二
九
ウ
）

ノ
ウ
！
＼
ヲ
主
ハ
見
カ
ケ
ハ
ケ
ッ
コ
ウ
ナ
（
七
五
ウ
）
判
木
ヲ
起
ジ
タ
事

ト
云
テ
吉
ソ
ウ
ナ
（
ニ
ウ
）

秋
ト
ハ
月
有
花
有
何
ャ
ラ
カ
（
ヤ
）
ヲ
有
ル
ゲ
ナ
（
表
紙
ウ
）

扱
コ
ソ
式
部
ハ
花
ノ
本
ニ
モ
ナ
ヲ
リ
走
ナ
（
二
九
ウ
）

こ
れ
が
更
に
終
助
詞
的
に
用
法
を
拡
張
さ
せ
る
と

自
己
目
前
了
々
ナ
ハ
聞
ヘ
タ
ナ
（
六
五
オ
）
互
二
余
念
有
ル
マ
イ
底
ダ
ナ

（
ニ
ニ
ウ
）

の
ご
と
く
に
な
っ
た
も
の
が
稀
に
存
す
る
。

さ
て
以
上
観
察
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
指
定
辞
の
語
形
が
変
遷
す
る
推
進

力
は
、
依
然
と
し
連
体
形
で
あ
り
、
終
止
形
が
そ
れ
に
準
ず
る
方
向
に
進
む

の
は
、
近
世
の
国
語
変
遷
の
一
特
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

然
し
て
ナ
リ
の
指
定
の
助
動
詞
＆
形
容
動
詞
の
語
尾
と
に
分
岐
す
る
ポ
イ
ン

ト
も
や
は
り
ナ

J
v
>
ナ
ヘ
の
現
象
に
お
い
て
顕
著
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

も
と
も
と
ナ
ル
は
上
古
で
は
存
在
表
現
と
し
て
発
逹
し
、
指
定
の
意
味
に
用

ゐ
ら
れ
る
こ
と
は
消
極
的
で
あ
っ
た
か
ら
、
む
し
ろ
形
容
動
詞
連
体
語
尾
と

し
て
多
く
そ
の
地
位
を
確
保
し
て
き
た
わ
け
で
あ
ら
う
。
そ
れ
が
ナ
に
変
化

す
る
期
に
臨
ん
で
い
よ
い
よ
語
性
を
明
ら
か
に
し
て
、
も
っ
ば
ら
形
容
動
詞

活
用
語
尾
の
方
向
に
進
む
こ
と
に
な
り
、
指
定
の
助
動
詞
の
用
法
が
衰
退
し

て
し
ま
っ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

湯
沢
幸
吉
郎
室
町
時
代
の
言
語
究

一
九
二
頁

(
2
)
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
大
文
典
の
中
で

n
a
は
文
を
終
止
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、

n
a
r
u
は
文
を
終
る
こ
と
な
く
、
（
恐
ら
く
連
体
の
意
で
あ

ら
う
。
）
大
体
は
な
し
こ
と
ば
と
か
き
こ
と
ば
の
上
に
区
別
さ
れ
る

こ
と
を
述
べ
た
後
、
「
そ
の
複
合
語
は
「
よ
み
」
と
の
間
に
つ
く
ら

れ
る
の
で
な
く
「
こ
ゑ
」
と
の
間
に
も
つ
く
ら
れ
る
」
と
述
べ

Q
u
i
d
o
c
u
n
a
.
 
1. 
n
a
r
u
 
m
a
n
q
u
i
n
a
.
 
1. 
n
a
r
u
 G
u
c
h
i
n
a
,
 

1

.

 

n
a
r
u
等
形
容
動
詞
の
例
を
挙
げ
て
あ
る
の
は
、
形
容
動
詞
連
体

形
の
造
語
力
の
強
い
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ら
う
。

土
井
忠
生
訳
ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
（
二
五
一
ー
ー
＞
二
五
二

頁）

注

(
1
)
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三

デ
ア
ル
（
デ
ナ
イ
）
い
ふ
ま
で
も
な
く
ニ
テ
の
融
合
チ
の
発
生
に
よ
り
、

ナ
リ
の
未
融
合
形
ニ
ア
リ
の
交
替
形
で
あ
る
。
デ
ア
ル
は
ア
ル
の
殆
ど
す
べ

て
の
活
用
形
を
整
へ
て
ゐ
る
こ
と
は
、
周
知
の
所
で
あ
る
が
、
本
紗
で
は
、

終
止
連
体
両
形
は
更
に
形
態
の
進
ん
だ
ヂ
ヤ
・
ダ
に
交
替
を
完
了
し
て
ゐ

て
、
あ
ら
は
れ
な
い
。

只
己
が
心
内
デ
明
メ
タ
如
デ
ア
ラ
ウ
ゾ
（
九
ウ
）
ユ
ル
セ
／
＼
デ
有
ウ
ゾ

(
-
0
オ
）
頑
々
物
々
我
デ
ア
ラ
ウ
ヨ
程
ー
一
耳
ガ
眼
々
ガ
耳
デ
有
ウ
（
四

六
オ
）
今
ガ
始
デ
ア
ロ
ウ
（
五
九
オ
）
（
以
上
未
然
形
相
当
）

（
マ
マ
)

9

ス
へ

泉
式
部
ハ
仏
―
―
ハ
不
成
ナ
ラ
ジ
暁
ノ
鏡
卜
云
字
ガ
キ
ラ
イ
デ
有
ツ
タ
ト
申

ス
（
二
九
ウ
）
徳
山
ハ
本
教
者
デ
有
ツ
タ
ガ
（
三
五
ウ
）
（
以
上
連
用

形）

ナ
リ
の
連
用
形
が
本
紗
で
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
を
既
に
述
べ
て
お
い
た
が
、

そ

れ

に

交

替

し

た

形

で

あ

る

。

↑

但
し
、
連
用
中
止
法
と
し
て
ツ
ラ
ウ
（
ッ
ロ
ウ
）
に
接
続
し
た
形
は
係
助

詞
の
介
入
す
る
傾
向
が
強
い
Q

叶
ハ
ヌ
愚
入
道
共
デ
コ
ソ
有
ッ
ツ
ロ
ウ
（
二
三
ウ
）

粥
前
デ
コ
ソ
有
ツ
郎
（
二
四
ウ
）
僧
モ
喫
粥
以
後
デ
コ
ソ
有
ツ
郎
ハ
ヤ
被

下
タ
ト
也
（
二
四
ウ
）
孤
峯
頂
上
ハ
ア
ノ
深
山
ノ
事
デ
モ
ア
リ
、
又
孤
華

頂
上
ニ
ス
ワ
ッ
タ
事
デ
モ
有
リ
・
・
・
（
六
七
ウ
）

特
に
コ
ソ
や
モ
の
場
合
が
目
立
つ
。

既
述
の
ご
と
く
、
終
止
連
体
両
形
の
確
例
が
な
い
が
、
マ
イ
に
接
続
し
た

形
に
お
い
て
そ
れ
も
デ
ハ
ア
ル
形
で
樺
か
に
見
ら
れ
る
。

両
ナ
リ
ト
モ
降
テ
有
―
―
ハ
秋
デ
ハ
有
マ
イ
（
七
三
オ
）
ア
マ
リ
の
悪
事
デ

ハ
有
ル
マ
イ
カ
（
三
九
オ
）

ま
た
ベ
イ
に
連
な
る
場
合
は
撥
ね
て

マ
ダ
ラ

首
山
ノ
睦
面
ハ
騒
デ
ア
ン
ペ
イ
（
九
四
オ
）

の
如
く
に
な
る
。

此
ノ
大
半
ガ
横
竪
ヲ
兼
ヌ
デ
有
レ
パ
ド
コ
ヘ
過
ギ
去
ラ
ウ
―
-
·
…
•
•
（
八
四

ウ
）
向
機
聞
＿
二
路
ノ
開
ケ
タ
モ
ケ
ッ
コ
ウ
ナ
事
デ
ハ
有
レ
圧

(
1
0
三

ウ）

已
然
形
デ
ア
レ
は
、
用
例
が
比
較
的
少
な
く
、
多
く
は
係
助
詞
を
介
入
さ
せ

て
チ
ャ
ク
ト
聞
テ
得
タ
デ
コ
ソ
ア
レ
、
実
地
ー
一
此
レ
ガ
為
―
―
説
イ
タ
デ
ハ
無

イ
ゾ
（
七

0
ウ
）
他
后
ー
ー
疑
ハ
レ
マ
ジ
キ
為
デ
コ
ソ
ア
レ
（
五
九
オ
）

の
如
き
コ
ソ
ア
レ
の
係
結
形
を
示
す
も
の
が
多
い
。

命
令
形
は
用
例
が
少
な
い
が

此
境
界
ナ
人
―
―
仏
ヲ
問
フ
程
ー
ー
何
デ
モ
ア
レ
持
合
セ
ヌ
（
四
八
ウ
）

の
如
き
用
例
が
あ
り
、
そ
の
変
態
と
し
て
の
融
合
形
デ
マ
リ
が
あ
る
。

御
酒
サ
カ
ナ
台
ナ
ド
ト
云
テ
ナ
ン
デ
マ
リ
モ
タ
ヌ
程
―
-
（
四
九
オ
）

因
み
に
中
間
形
の
デ
マ
レ
は
本
紗
に
は
見
え
な
い
。

デ
ア
ル
の
否
定
形
は
デ
ナ
イ
で
あ
る
。
デ
ア
ラ
ヌ
を
用
ゐ
ず
に
、
ア
ル
・

ナ
イ
を
対
立
さ
せ
る
傾
向
は
本
紗
で
は
著
し
く
強
い
。
終
止
・
連
体
・
已
然

の
用
法
が
あ
り
、
未
然
・
連
用
は
形
容
詞
補
助
活
用
形
を
と
る
。

南
泉
ノ
脱
鉢
底
ガ
人
ノ
為
デ
無
イ
ト
代
タ
ゾ
（
七
一
ォ
）
（
終
止
）

モ
チ
｛

一
筆
模
付
テ
モ
消
ベ
キ
本
デ
無
イ
程
―
-
（
ニ
オ
）
其
儘
—
ー
ラ
チ
付
ケ
ヨ
ウ

人
デ
無
イ
程
二
話
堕
也
（
八
六
ウ
）
（
以
上
連
体
）

等
は
デ
ナ
イ
の
形
で
あ
る
が
、
多
く
は
係
助
詞
を
介
入
さ
せ
て
、

其
ノ
カ
ミ
ノ
乱
劇
少
々
ノ
事
デ
ハ
無
カ
ッ
タ
（
九
ニ
ウ
）
（
連
用
）

常
ノ
達
麻
ノ
事
デ
ハ
無
イ
（
一
七
ウ
）
御
主
ノ
法
度
ー
ー
カ
カ
ル
月
デ
ハ
無

$~ 



イ
ト
答
ル
処
デ
：
・
・
（
―
-
ウ
）
角
ヲ
立
テ
見
ヨ
ウ
事
デ
モ
無
イ
。

ウ
）
（
以
上
終
止
）

又
角
ヲ
立
テ
聞
ツ
事
デ
モ
無
イ
ゾ
（
五
六
ウ
）
人
鉗
二
私
ナ
ド
ヲ
モ
ッ
タ

ハ
秘
蔵
ナ
物
デ
ハ
無
イ
カ
（
七
一
オ
）
（
以
上
連
体
）

富
士
山
二
比
ジ
ョ
ウ
事
デ
ハ
無
ケ
レ
氏
（
七
九
オ
）
（
巳
然
）

等
で
あ
っ
て
特
に
終
止
形
は
そ
の
よ
う
な
例
が
多
出
す
る
。

ヂ
ヤ
ヂ
ヤ
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
、
デ
ア
ル
の
縮
約
形
で
あ
っ
て
、
語
尾

を
失
っ
た
デ
ア
の
融
合
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
ナ
と
同
じ
く
、
終
止

連
体
の
川
法
に
止
ま
る
。

ナ
ゼ
ニ
ナ
レ
バ
夢
ニ
ハ
言
慮
ノ
及
ブ
事
ヲ
見
ル
物
ヂ
ヤ
(
-
九
オ
）
底
無

イ
淀
川
ヂ
ヤ
ト
思
召
ン
（
三
一
ウ
）

此
話
ノ
所
詫
ハ
堕
落
一
致
ガ
肝
要
ヂ
ヤ
(
-
三
オ
）

最
後
の
例
は
形
容
動
詞
の
語
尾
で
あ
る
が
、
い
づ
れ
も
終
止
形
で
あ
る
。

王
二
父
母
無
ン
ト
云
テ
父
馳
ノ
沙
汰
ヲ
ス
ル
ハ
殊
ノ
外
物
知
ラ
ズ
ヂ
ヤ

（
ニ
ウ
）

活
用
言
の
連
用
形
（
名
詞
形
）
を
承
接
し
た
形
で
あ
る
。

童
子
が
日
比
或
ハ
道
ヂ
ヤ
無
ヂ
ヤ
有
ヂ
ヤ
ノ
毒
水
ヲ
（
一
六
オ
）
是
ヂ
ヤ

非
ヂ
ヤ
触
ヂ
ヤ
背
ヂ
ヤ
ト
サ
マ

l
＼
二
法
灯
前
デ
勘
弁
ジ
即
（
三
七
オ
）

2
 

い
づ
れ
も
併
列
で
あ
る
。
こ
の
様
な
場
合
に
は
ヂ
ヤ
ハ
の
形
を
と
る
こ
と
が

多
い
と
い
は
れ
て
い
る
が
、
本
紗
に
は
そ
の
様
な
例
は
な
い
。

ヅ
レ

身
連
ノ
腹
ハ
仏
法
二
昧
ヂ
ヤ
ガ
（
四
三
オ
）
世
界
怨
朕
二
広
胴
ヂ
ャ
ニ

鐘
声
二
驚
テ
（
四
四
ウ
）
出
ル
モ
入
モ
月
日
ヒ
ト
リ
ヂ
ヤ
ゾ
（
九
ニ
ウ
）

香
水
海
ス
ル
人
ヂ
ヤ
物
ヲ
拾
[
'
足
ヲ
云
ガ
イ
ヤ
ダ
（
五
四
オ
）

形
容
動
詞
語
尾
と
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
連
体
形
と
見
る
べ

き
で
あ
ら
う
。
な
ほ
、

（
五
六

乾
竹
ヲ
炎
天
ニ
サ
ラ
ジ
タ
如
ク
ヂ
ヤ
程
二
(
-
ウ
）
心
口
有
ル
者
ヂ
ヤ
程

二
聴
贔
図
メ
之
―
（
五
ウ
・
一
五
オ
）

の
如
き
ヂ
ヤ
程
二
の
用
例
は
多
い
Q

「
程
二
」
を
独
立
の
接
続
詞
と
見
れ
ば

ヂ
ヤ
は
終
止
形
と
も
見
ら
れ
る
が
、
連
体
形
と
し
て
お
く
。
接
続
詞
と
し
て

熟
語
化
し
な
い
以
前
の
形
で
あ
る
。

疱
丹
ハ
ト
ッ
ト
ノ
貧
孤
ヂ
ヤ
有
ル
ガ
（
三
一
オ
）

は
一
見
連
用
形
と
見
ら
れ
る
が
、
恐
ら
く
「
デ
ハ
有
ル
」
に
相
当
す
る
も
の

と
考
へ
ら
れ
る
。

ダ
ダ
は
ヂ
ヤ
の
更
に
短
化
た
も
し
の
で
あ
り
、
ヂ
ヤ
よ
り
も
新
し
い
形

で
あ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
し
本
紗
に
お
け
る
ダ
は
比
較
的
早
い

部
類
の
―
つ
で
あ
ら
う
。
既
述
の
如

V
、
こ
れ
が
関
東
方
言
の
特
色
と
し
て

で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
こ
ん
に
ち
の
熊
本
方
言
の
潮
源
的
な
現
象
で
あ
る
か

逮
か
に
判
別
し
難
い
が
、
恐
ら
く
前
者
に
属
す
る
現
象
で
あ
ら
う
。
と
も
あ

れ
、
当
時
に
お
け
る
ダ
の
資
料
と
し
て
は
か
な
り
用
例
が
豊
富
で
あ
る
点
が

貴
重
で
あ
る
と
思
ふ
。
ヂ
ヤ
と
共
存
し
て
、
終
止
連
体
の
用
法
に
発
逹
し
て

ゐ
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
Q

終
ヒ
ニ
此
序
ヲ
書
キ
ヌ
ト
序
ジ
タ
ハ
手
柄
ナ
序
ダ
（
ニ
オ
）
会
下
僧
ノ
茶

飲
ミ
所
ダ
（
七
三
ウ
）
カ
ラ
船
ニ
ス
ル
ガ
肝
要
ダ
（
八
オ
）
国
師
ノ
珍
物

モ
イ
ヤ
ダ
（
四
八
オ
）

ダ
と
ヂ
ヤ
の
用
例
は
終
止
（
断
止
）
形
で
は
、
そ
の
数
も
相
伯
仲
し
て
、
殆

ど
区
別
を
感
じ
な
い
が
、

口
ガ
無
イ
人
ダ
程
二
（
一
七
ウ
）
老
ノ
ト
キ
ト
テ
是
計
ダ
程
二
（
二
四
オ
）

此
ノ
人
ノ
脚
下
二
有
ル
四
禅
天
ダ
程
二
（
五
四
オ
）
有
い
家
ブ
室
ダ
程
二
（

-
0オ）

連
体
形
が
「
程
二
」
に
探
続
す
る
形
は
ヂ
ヤ
程
二
に
比
べ
る
と
右
の
数
例
だ
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デ
ソ
ウ
丁
寧
表
現
で
あ
っ
て
、
デ
に
サ
フ
ラ
フ
（
ソ
ウ
ロ
ウ
）
の
接
続

し
た
形
が
短
化
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
説
か
れ
て
ゐ
る
通
り
で
あ
る
。
因

み
に
サ
フ
ラ
フ
は

適
光
イ
タ
ダ
イ
テ
ス
ツ
キ
ト
呑
テ
後
昨
晩
下
矩
ノ
一
句
ヲ
御
示
妬
ヘ
ト
乞

タ
レ
ハ
（
五
ウ
）

我
レ
衆
ノ
数
二
入
リ
妬
ヘ
ド
モ
加
給
ノ
事
ハ
承
ラ
ヌ
（
五
九
ウ
）

四

け
で
あ
る
か
ら
、
用
例
が
非
常
に
少
な
い
。
こ
れ
に
反
し
て

ホ
ト
／
＼
卜
打
瓦
子
膨
（
三
ウ
）
紫
門
ノ
造
リ
ヤ
ウ
ハ
足
ガ
至
極
膨
此
松

樹
ナ
レ
ド
モ
住
持
ダ
ゾ
（
―
-
オ
）
老
ノ
尉
ト
テ
ハ
鏡
斗
即
（
九

0
ウ）

ダ
ゾ
は
即
な
る
造
字
に
見
ら
れ
や
よ
う
に
、
ヂ
ヤ
ゾ
に
比
し
て
非
常
に
よ
く

発
達
し
て
ゐ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
事
象
は
ヂ
ヤ
と
ダ
の
連
体
形
に
お
け

る
顕
著
な
傾
向
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
い
づ
れ
に
せ
よ
、
ヂ
ヤ
•

ダ
は
デ
ア
ル
よ
り
進
化
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
推
進
の
原
動
力
は
終
止

連
体
形
に
あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

注

(
1
)
湯
沢
間
士
に
よ
れ
ば
ニ
テ
モ
ア
レ
＞
デ
モ
ア
レ
＞
デ
マ
レ
＞
デ

マ
リ
の
ー
一
転
を
説
か
れ
る
。
（
室
町
時
代
の
「
い
語
研
究
二
八
五
頁
）

(
2
)
湯
沢
幸
吉
郎
囚
直
叩
史
概
説
―
二
三
頁

時
忠
ち
や
は
知
盛
ぢ
や
は
な
ど
い
う
一
門
の
衆
（
天
草
木
平
宋
―

1
0
ニ

頁
）
頼
政
ぢ
や
は
光
基
な
ど
と
巾
す
源
氏
ど
も
（
同
一
六
頁
）
印
号
ハ

号
チ
ャ
ハ
印
チ
ャ
ヲ
受
用
イ
タ
ソ
（
蒙
求
抄
一
0
•

四
六
オ
）

(
3
)
太
子
ニ
ハ
ナ
ン
ト
ど
プ
鯨
ハ
セ
ソ
チ
ャ
ホ
ト
ニ
…
…
其
師
伝
ヲ
踪

ン
タ
ソ
（
史
記
三
、
五
ニ
オ
）
（
室
町
時
代
の
言
語
の
研
究
二
五
―
―
頁
）

の
ご
と
く
、
極
め
て
稀
れ
に
、
そ
れ
も
已
然
●
命
令
両
形
に
あ
ら
は
れ
、
他

は
多
く
「
走
」
字
を
も
っ
て
、
サ
ウ
（
ソ
ウ
）
に
あ
て
、
終
止
・
連
体
が
主

と
な
る
。

説
破
二
云
東
山
和
尚
へ
申
走
（
九
六
ウ
）
菟
角
二
舌
頭
デ
云
テ
ハ
キ
コ
へ

ソ
ウ
マ
イ
（
五
三
オ
）
云
ハ
レ
ヌ
事
ハ
云
ハ
ヌ
ガ
ヨ
ウ
走
。
作
者
モ
夢
モ

ウ
ソ
ゲ
ナ
ル
事
ハ
語
ラ
ヌ
ガ
ヨ
ウ
走
フ
（
六
―
―
―
ウ
）
月
流
レ
テ
走
フ
（
一

三
ウ
）
以
上
終
止

徳
山
ハ
咳
気
眼
病
重
テ
目
鼻
ガ
落
テ
御
座
足
ヨ
（
六
九
）
、
演
禅
師
へ
申

走
虚
空
二
向
テ
ハ
虚
空
ガ
点
頭
申
ツ
走
ヨ
（
八
三
オ
）

等
は
一
般
助
動
詞
と
し
て
の
用
法
で
あ
る
が
、
特
に
注
意
す
べ
き
は

六
追
四
生
二
乗
リ
コ
ン
デ
モ
ヨ
ワ
ゲ
ハ
走
ワ
ヌ
（
四
七
ウ
）

の
如
き
、
未
然
形
「
ソ
ウ
ワ
」
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
従
来
、
未
然
形
も

2
 

同
一
語
尾
「
ソ
ウ
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
ゐ
た
も
の
に
対
す
る
新
形
と
し
て

極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
「
デ
走
」
の
場
合
も

扱
拙
ハ
不
曲
不
直
デ
走
ヌ
（
九
九
ウ
）

は
恐
ら
く
「
デ
ソ
ウ
ワ
ヌ
」
（
デ
サ
フ
ハ
ヌ
）
と
読
む
べ
き
も
の
で
あ
ら

う。
不
昧
万
錯
イ
ヤ
／
＼
バ
ク
チ
双
六
家
々
ノ
法
度
デ
走
(
-
四
オ
ウ
）
何
ヲ

云
イ
来
ル
ニ
モ
左
デ
モ
無
イ

1
＼
ト
ド
ッ
チ
ニ
モ
傾
ケ
ヌ
時
白
一
色
デ
走

（
一
五
ウ
）
作
者
ハ
鈍
ナ
程
二
老
ポ
ル
ヽ
者
デ
走
（
一
六
ウ
）
（
終
止
）

イ
ク
ツ
有
テ
モ
遊
山
デ
走
程
二

(
1
0
ォ
）
貧
ナ
者
程
乞
ト
モ
タ
マ
ラ
ヌ

物
デ
走
程
二
…
（
三
一
オ
)
明
[
此
事
一
諸
宗
共
二
大
事
デ
走
ヨ
（
二
六

ウ
）
（
連
体
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。
連
体
形
は
終
止
形
に
比
し
用
例
が
少
な
い
。
勿
論

イ
カ
ソ
ウ
ト
モ
コ
ロ
ソ
ウ
ト
モ
儘
デ
走
（
二

0
ウ
）
一
段
殊
勝
デ
走
卜
也
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（
三
ニ
オ
）

の
如
き
形
容
動
詞
に
準
ず
る
と
見
ら
れ
る
例
も
あ
り
、
稀
れ
に
、
活
用
言
の

連
体
形
を
承
接
し
た
。

岩
頭
ノ
ヅ
ラ
替
リ
ジ
ヲ
見
テ
ハ
ヤ
用
ガ
無
イ
デ
走
フ
程
二
（
三
七
オ
）

の
ご
と
き
例
も
み
ら
れ
る
。

デ
ソ
ウ
に
比
し
て
ニ
ソ
ウ
は
極
め
て
劣
勢
で
あ
っ
て
、
僅
か
に

是
ハ
一
段
殊
勝
―
―
走
（
七

0
ウ
）
無
門
ノ
御
即
今
一
段
殊
勝
一
一
走
（
七
一

）
 

才
の
二
つ
に
固
集
、
定
着
し
て
、
し
か
も
「
殊
勝
走
」
の
「
捨
て
が
な
」
と
し

て
抑
入
的
に
小
記
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
見
る
と
特
殊
な
用
法
で
あ
っ
た
こ
と

が
推
察
さ
れ
る
。

デ
ゴ
サ
ア
ル
（
デ
ゴ
ザ
ナ
イ
）

抄
物
で
は
多
く
未
融
合
形
で
で
て
く
る
が
、
本
紗
は
「
御
座
有
」
の
字
面

で
あ
る
。
ア
ル
の
丁
寧
表
現
ゴ
サ
ア
ル
が
接
続
助
詞
デ
に
接
続
し
て
熟
合
し

指
定
辞
と
な
っ
た
こ
と
も
言
を
要
し
な
い
。
否
定
形
デ
ゴ
サ
ナ
イ
は
、
デ
ア

ル
に
対
す
る
デ
ナ
イ
の
対
立
と
同
然
で
あ
る
。
用
例
は
比
較
的
少
な
く
す
べ

て
終
止
連
体
両
形
で
あ
る
。

至
聖
歴
祖
ヲ
モ
咤
ク
ワ
ッ
ト
咋
出
ジ
テ
御
座
有
ル
（
ニ
オ
）

の
ご
と
き
は
「
御
座
有
ル
」
の
単
独
的
用
法
で
「
有
ル
」
の
意
が
強
い
が
、

天
竺
大
唐
日
本
卜
化
廻
ル
物
ヲ
見
テ
ア
レ
バ
七
色
ノ
狐
デ
御
座
有
ル
（
八

ニ
オ
ウ
）
終
止

南
泉
和
尚
ハ
東
岸
居
士
デ
御
座
有
ル
カ
（
五
ニ
ウ
）
香
山
和
尚
ノ
会
下
ハ

八
記
檀
ノ
浦
デ
バ
ン
御
座
有
力
（
ニ
―
オ
）
連
体

は
、
デ
ゴ
サ
ア
ル
の
指
定
で
あ
る
。
最
後
の
例
は
、
係
助
詞
パ
ン
の
抑
入
さ

れ
た
形
で
あ
る
。

ゴ
サ
ア
ル
の
未
然
形
に
一
っ

又
ハ
火
二
入
テ
ハ
何
卜
御
座
有
ロ
ウ
（
九
四
オ
）

が
あ
っ
て
、
ト
ゴ
ザ
ル
で
―
つ
の
指
定
辞
を
構
成
し
て
い
る
。
ゴ
サ
ナ
イ
は

柳
ハ
緑
花
ハ
紅
イ
好
時
節
デ
ハ
御
座
無
イ
カ
（
五
ニ
ウ
）

の
一
例
そ
れ
も
係
助
詞
ハ
が
入
っ
た
形
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
敬
態
指
定
に
つ
い
て
は
、
他
の
常
態
指
定
と
の
間
に
、
別
に
位
相
・
場

面
の
相
違
を
認
め
る
も
の
で
な
く
、
適
宜
に
混
用
し
た
と
解
し
て
よ
い
の
で

あ

ら

う

。

（

未

完

）

ー

ー

一

九

六

ニ

・

三

・

ニ

0

|
ー

注

(
1
)
「
走
」
字
は
他
に
様
態
を
あ
ら
は
す
形
式
体
言
サ
ウ
に
用
い
ら

れ
る
、
そ
の
例

虎
ゴ
ゼ

l
＼
卜
召
セ
ト
モ
虎
ハ
出
夕
程
二
喧
花
力
出
来
走
ナ
作
者
ハ

•
…
•
•
（
四
八
ウ
）

(
2
)
湯
沢
幸
吉
郎
室
町
時
代
の
言
語
研
究
（
一
六
八
頁
|
↓
一
六
九

頁
）

後
記
小
論
引
用
例
文
の
句
読
点
、
油
点
の
ご
と
き
は
原
文
は
な
は
だ
し

＜
粗
漫
で
あ
る
為
、
改
め
て
補
足
し
た
も
の
が
多
い
。
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